
事業所の取り組み 
荏原の各事業所は、ZEP5の全社目標達成のための活動とともに、ISO14001に則った環

境マネジメントシステムを運営しています。それぞれの事業活動や製品の特性に応じて

環境方針を定め、環境負荷の低減に努めています。 

※ 各事業所の環境方針は、ホームページの荏原環境レポート2004でご覧ください。 
http://www.ebara.co.jp 環境情報 

羽田事業所   主な目標 
・廃棄物総量を2004年度末までに1998年度比50％削減する。 

・廃棄物のリサイクル率を2004年度末までに95％以上にする。 

・使用電力を原単位あたり1995年度から前年度比1％ずつ削

減する。 
 
  2003年度の成果 
2003年度は、金属くずが増加しましたが、木くず､可燃物など

が減少したため、2002年度とほぼ同量となりました。金属くず

などのリサイクル可能品の割合が増加したため、リサイクル率は

95.3%になりました。 

仕事量の減少により工場の電力使用量が減少したため、事業所

総使用電力量は減少しましたが、出荷重量の減少により、出荷重

量当たりでは増加しました。 

概要 〒144-8510 東京都大田区羽田旭町11－1 
TEL 03-3743-6111（代） 
立地条件：工業専用地域 
事業所周辺：羽田空港、工場、幹線道路、一般民家等と隣接。事業所東側は河川。 
敷地面積：95,231m2　建物面積：49,276m2 
環境マネジメントシステムの対象人数：1,249人 

風水力事業の大型ポンプの製造工
場（羽田工場）と本社機能（管理本部）
が所在。製造活動に伴う環境影響（資
源・材料・エネルギー消費、廃棄物、
CO2排出、化学物質の取り扱い等）
のほか、本社機能（経営企画、人事、
広報、財務、経理）やITと環境マネジ
メントの連携を推進しています。 

藤沢事業所   主な目標 
・消費電力量を生産額当たり、2010年度末までに1997年度
比13％削減する。 
・上水使用量を生産額当たり、2010年度末までに1997年度
比13％削減する。 
・事業所外に排出する廃棄物の量を2004年度末までに
2,500tに削減する。 
・廃棄物のリサイクル率を2004年度末までに100％にする。 
 
  2003年度の成果 
省エネルギー活動や節水活動の結果、電力使用量は1997年
度比6.8％、上水使用量は30％の削減が出来ましたが、生産額
の減少が大きく、生産額当たりの電力使用量は21.5%の増加、
上水使用量は生産額当たり4.4%減となっています。 
廃棄物は総量の削減が難しく、特にリサイクル率の向上を妨げ
ている液状廃棄物の削減が今後の課題です。 

概要 〒251-8502 神奈川県藤沢市本藤沢4－2－1 
TEL 0466-83-8111（代） 
立地条件：工業専用地域　事業所周辺：荏原グループ企業を中心とする工業 
 団地。低層および第一種中高層専用地域と隣接 
敷地面積：363,132m2　建物面積：141,928m2 
環境マネジメントシステムの対象人数：2,967人 

風水力事業の汎用ポンプ、産業用ポ
ンプ等と精密電子事業の製造工場、
および関係会社の製造部門や研究所、
実験施設等を有します。資源・材料・
エネルギー消費、廃棄物、化学物質
の取り扱いが主な環境影響で、特に
廃棄物の削減とリサイクル率向上が
荏原全体のゼロエミッション達成の
鍵となっています。 

営業部門   主な目標 
・環境配慮型製品の提案・拡販。 

・各事務所における紙ごみの削減とリサイクル率の向上。 
 
  2003年度の成果 
環境配慮型製品の提案・拡販を通じて､営業担当者の環境意識

が高まっています。東京事務所は蒲田から品川に移転したため、

2004年の1月と2月は引越しに伴う書類等の廃棄物が大変多

く発生しました。移転の時期を除くと2003年度のリサイクル

率は86％です。1999年度は81％でしたのでリサイクル率は

徐々に上がってきています。 

　大阪支社の廃棄物リサイクル率は2003年度64％に達し、ビ

ル管理会社からも高い評価を得ています。 

概要 〒108-8480 東京都港区港南1－6－34 東京日産港ビル（2004年2月に移転） 
TEL 03-5461-6101（代） 
立地条件：商業地区 
事業所周辺：品川駅エリア。オフィスビル、居住区等と隣接 
環境マネジメントシステムの対象人数：1,332人 

営業部門は、営業環境統括部がおかれている東京事務所など、
全国主要都市に支社・支店が12箇所、営業所が23箇所あり
ます。営業部門では製品の販売活動、マーケティング等を担
っています。荏原の製品と技術を多くの皆様に知っていただ
くとともに、お客様のニーズを開発・設計・製造部門に伝え、
より良い製品づくりにつなげていくことが主な役割です。 
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